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注意
この表示を無視して、誤った取り扱いをすると、人
が傷害を負うことが想定される内容、および物的損
害のみの発生が想定される内容を示しています。

　　は、必ず実行していただく「強制」内容です。
左図は、「必ず実行」を示します。

取り付け前に、この「安全上の注意」をよくお読みのうえ、正しく取り付けてください。

●お守りいただく内容の種類を、次の絵表示で区分し、説明
　しています。

●この説明書では商品を安全に正しく取り付けていただき、お客様や
　他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろい
　ろな表示をしています。その表示と意味は次のようになっています。

（安全のために必ずお守りください）

4. 商品寸法（推奨取付位置）

3. 付属部品の確認

4本

1個

■ 次の部品があることを確認してください。

付属部品
壁取付ねじ（座金組込 なべタッピンねじφ4.5×30）

ポリ袋用枠

2. 各部のなまえ

商品の機能が十分に発揮されるように、この施工説明書の内容に沿って正しく取り付けてください。
取り付け後は、お客様にご使用方法を十分にご説明ください。商品にはお客様用として、取扱説明書が同梱されています。
工事完了後は必ずお客様へお渡しください。取扱説明書に付属の保証書には、店名およびお取付日を必ず記入してください。

注  意

必ず現場で他器具との使い勝手を確
認の上で取付位置を決める
足元のスペースが狭くなりトイレが使い
づらい場合や、開閉時に他器具と干渉す
る場合があります。

下側2カ所の下穴開けは、先に
行わないでください。
位置調整ができなくなります。

ポイント

取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。
取り付けには、付属の壁取付ねじ（座金組込 なべタッピンねじφ4.5×30）を使用する

商品にガタツキがあると、商品が外れたり、壁が壊れたりして使用される方が転倒し、けがをするおそれが
あります。

取り付け完了後、商品にガタツキがないことを確認する

取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。

取付面がコンクリート下地の場合は、当社指定の固定金具【品番T110D28 樹脂プラグ 20個
入り（φ6×30、下穴φ6）】もしくは市販のコンクリート用プラグを使用する

取付面には厚さ12mm以上の構造用合板（JAS規格品）または同等以上の強度のある下地材を
使用する
取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。

注　　意

必ず実行

1. 安全上の注意
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②位置調整後に下2カ所の下穴開けを行い、下
　のねじで固定します。

③カバーを図のように上からスライドさせて
　セットします。

④ポリ袋用枠を図の背板溝に差し込み、セット
　します。

⑤カバーをゆっくりローラーに当たるまで矢
　印の方向に起こします。

⑥少し上に持ち上げるようにしてローラーを
　乗り越えたところで下にゆっくりと落とし
　込み、カバーを閉じます。

③取り付ける

④溝に差し込む

壁取付ねじ
(φ4.5×30)

①

背板

背板溝

⑤ローラー

⑥ゆっくり
　落とす

カバー

ポリ袋用枠

先に上を
仮固定する

①位置出しをしたあと、まず上2カ所の下穴開
　けを行い、ねじで仮固定します。カバーを仮
　セットし、左右位置の微調整を行ったあと、
　本固定します。

①

②

②

①開梱後、そのままの向きで上に取り出し平
　面にいったん置きます。

③カバーを図のようにゆっくり開き、図の位
　置まで持ち上げます。

④中にセットしてあるポリ袋用枠を取り出し
　ます。

⑤カバーを図のようにスライドさせ、背板か
　ら取り外します。その際、カバーを傷つけ
　ないよう注意して置いてください。

ポリ袋用枠を先に取り出さない
と、カバーは取り外せません。

ポイント

位置調整前に、下側2カ所の下穴開け
を行うと位置調整できなくなります。

ポイント

そのままの向き
で取り出す

包装

①取り出す

ゆっくり開ける

カバー
③斜めに持ち上げる

ポリ袋用枠

④枠を取り出す

取り出す

カバー

背板

ずらす⑤取り外す

カバーを
少しずらす

カバー
②少しずらす

5. 取り付け前の準備 6. 取付方法

注  意

●取付面には厚さ12mm以上の合板を使用する
取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。　

②両側面の養生テープをはがし、カバーを図
　の方向に少しずらします。

注  意

カバーを②の逆方向にずらさない
カバーと背板がはまり込み取り外せなく
なることがあります。

取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。　
●取付面が薄壁の場合は、事前に厚み30mm以上の補強木を設け、施工する

取り付けが不安定になり、落下してけがをするおそれがあります。　

●取付面がコンクリート下地の場合は、当社指定の固定金具【 品番T110D28 樹脂プラグ20個
　入り（φ6×30、下穴φ6）】もしくは市販のコンクリート用プラグを使用する

注  意

取り付けには、付属の壁取付ねじ（座金
組込 なべタッピンねじφ4.5×30）
を使用する
取り付けが不安定になり、落下してけが
をするおそれがあります。　

注  意

取り付け完了後、商品にガタツキが
ないことを確認する
商品にガタツキがあると、商品が外れた
り、壁が壊れたりして使用される方が転
倒し、けがをするおそれがあります。

※同梱の取扱説明書は、必ずお客様にお渡しください｡
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